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生涯学習課の目標（平成２５年度）自己評価書 

 

生涯学習課長 木内達彦 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 生涯学習の推進（社会教育班） 

近年の社会環境、生活環境の急速な変化に対応するためには、自ら学習を継続さ

せる必要があり、いつでも個人が必要とする学習機会の提供に努めます。また、生

涯学習推進のため家庭、学校、地域、各種団体、行政が連携して各種事業に取り組

みを行います。 

（１）生涯学習 

 ・順天堂大学生涯学習公開講座を４回実施 

 

 

 

 

 ・町民文化祭開催に伴う実行委員会への支援 

 

 

 

（２）青少年健全育成 

 ・子ども会事業への支援（球技大会・映画会・体験教室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

１ 生涯学習の推進（社会教育班） 

 

 

 

 

（１）生涯学習 

・印西市と共同で全４回の公開講座を開催し、当町からは

親子１５６人（延べ）の参加がありました。親子でスポー

ツを行うことにより、体の健康、親子のコニュニケーショ

ンを図ることができました。 

 

・町民文化祭開催に伴い、実行委員会へ支援を行い、町民

の芸術文化に対する関心を高め、より多くの町民が日頃の

学習活動の成果を発表する場の提供に協力しました。 

 

（２）青少年健全育成 

・球技大会･･･６月１６日、酒々井小学校においてドッジ

ボールを行いました。（参加者９チーム１５７人） 

・体験教室･･･１１月２３日、コミュニティープラザにお

いて、野外活動教室として、パンづくりを行いました。（参

達成度：H26.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 
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・青少年相談員事業への支援（スポーツ教室・スポレク祭綱引き・映画会 

たこ作り教室・たこあげ大会・防犯パトロール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）成人教育 

 ・成人式（１月１２日開催予定）の開催と実行委員会への支援（実行委員主催の

成人式の実施） 

 

（４）盛年式（１２月１５日開催予定） 

 ・６０歳の人生の節目を祝う「盛年式」を行い、盛人世代（中高年）が様々な人

や歴史、地域・社会について学び、自らできる地域や社会への活動につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

２ 

 

 

 

加者１２７人） 

・ふれあい映画会･･･１２月８日、プリミエール酒々井文

化ホールにおいて、ディズニー映画「モンスターズ・ユニ

バーシティ」を上映しました。（参加者２１３人） 

・スポーツ教室･･･７月６日、パークゴルフ行いました。

（参加者３４人） 

・星空の映写会･･･７月２７日、雨天により中央公民館講

堂において、「マダガスカル３」を上映しました。（参加者

１８０人） 

・綱引き大会･･･１０月１３日、酒々井中体育館において、

スポレク祭に合わせ綱引き大会を行いました。（参加者１

８６人） 

・親子たこづくり教室･･･１月１９日、酒々井小体育館に

おいて実施しました。（参加者３１人） 

・親子たこあげ大会･･･１月１９日、酒々井小学校校庭に

おいて実施しました。（参加者１９人） 

・防犯パトロール･･･７月２７日、８月２１日（関係機関

合同）、８月２４日、９月１日（お待夜）に実施しました。 

 

（３）成人教育 

・成人式･･･１月１２日、プリミエール酒々井文化ホール

において行いました。（参加新成人１４４人） 

 

（４）盛年式 

・盛年式･･･２月９日、中央公民館講堂において予定して

いましたが、雪のため中止しました。 
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（５）家庭教育 

 ・地域の家庭教育学級の運営（ローズマリー学級７回・なずな学級７回） 

 

 

 ・学校の家庭教育学級への支援（酒々井小学校・大室台小学校・酒々井中学校） 

 

 

 ・家庭教育相談員による週２回（木・金）の家庭教育相談の対応 

 

 

 

  ・家庭教育学級生を対象に健康福祉課と共催して食育講習会を４回実施 

 

（６）人権教育 

 ・人権教育セミナーの開催（年６回開催、各種団体と共催） 

 

 

 

 ・人権教育の啓発活動（ビデオなどの貸し出し） 

 

 

（７）社会教育団体等への支援 

 ・ＰＴＡ・婦人会・ユネスコ・文化協会・ボーイスカウト・ガールスカウト 

Ｂ－Ｎet子どもセンター 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

（５）家庭教育 

・ローズマリー学級･･･就学前児童の保護者を対象（学級

生１０人）学習会を１０回開催しました。 

 

・各学校の家庭教育学級･･･各学校の学級生は、酒々井小

２０人、大室台小４８人、酒々井中９人でした。学習会は

各学校６～７回行いました。 

・家庭教育相談の対応･･･週２回（木・金）に対応してい

ます。平成２５年度の相談件数はありませんでしたが、家

庭教育学級の学習会時に相談を受けることが多くありま

した。 

・食育講習会･･･各学級共に学習会に取り入れました。 

 

（６）人権教育 

・人権教育セミナーの開催･･･平成２５年度は６回開催し

ました。（参加人数延べ６２２人）あらゆる人権問題の解

消を目指し、人権に対する理解を深め、人権意識の向上を

図りました。 

・人権教育の啓発活動･･･各学校の人権教育教材として貸

し出しを行いました。 

 

（７）社会教育団体等への支援 

・各社会教育団体へ支援を行い、活動の助成を行いました。 

ガールスカウトは、平成２４年度末をもって解団しまし

た。 
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（８）学校支援促進事業の実施 

  地域のボランティアと学校の連携を密接なものとするため、各学校に学校支援

コーディネーターを配置し、学校支援地域本部を設置します。 

 ・大室台小学校に平成２４年度に設置した学校支援地域本部事業の継続 

 

 

 

 ・酒々井小学校、酒々井中学校へ学校支援地域本部の設置 

 

 

 

 

 

 

２ 史跡本佐倉城跡整備事業（文化財班） 

国史跡本佐倉城跡の活用に向けて保存整備事業の充実を図り、本佐倉城跡の周

知、普及に努めます。 

（１）保存整備事業 

 ・東山馬場の国指定地外部分を入口広場として、トイレ、管理詰所、倉庫、駐車

場等を整備し、ボランティアガイドの活動拠点の設置と併せ、見学者等への利便

性向上を図るため、平成２５年度は、平成２４年度に引き続き用地の購入と物件

補償を行います。また、入口広場整備のための実施設計を行います。 

（２）本佐倉城跡見学会 

・一般見学者を対象に、見学会を佐倉市、酒々井町及び佐倉市、酒々井町のボラ

ンティアガイドと共同で行います。 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

（８）学校支援促進事業の実施 

 

 

・２年目となる大室台小学校の学校支援促進事業は、学校

環境づくり（ビオトープ整備、ふるさと農園整備、英語ル

ームづくり他）及び教育に関する支援（器楽クラブ指導、

ミシン指導、昔遊び他）等充実した支援を行いました。 

・両校ともに１学期から学校支援地域本部事業の立ち上げ

を行いました。活動内容について、酒々井小学校は大室台

小学校と同様な活動を行うことができました。酒々井中学

校は、テスト前学習の支援や体育祭、文化祭の駐車場誘導

等を行いました。 

 

 

２ 史跡本佐倉城跡整備事業（文化財班） 

 

 

（１）保存整備事業 

・平成２５年度で予定していた入口広場整備実施設計及び

対象用地購入２件（４筆・2,137.47 ㎡）、物件補償１件、

登記業務が完了し、整備工事に向けての準備が整いまし

た。 

（２）本佐倉城跡見学会 

・酒々井町と佐倉市の共催で、３月８日に「酒々井ふるさ

とガイドの会」、「ＮＰＯ法人まちづくり支援ネットワーク

佐倉」のボランティアガイドの協力により、現地見学会を

開催しました。１２６名の一般参加がありました。 
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（３）周知普及 

・公民館、本庁舎玄関において本佐倉城跡や周辺関連遺跡のパネル、出土遺物の

展示を行います。 

 

 

３ 史跡ウォーキング（文化財班） 

 ・「歴史のまち酒々井」をアピールするため、町内に数多く所在する寺社、史跡、

名所、旧跡等の貴重な文化財をめぐるウォーキング事業を各種団体と協働で実施

し、町内外へ向けて情報発信するとともに、町の観光振興・交流人口の増加を図

ります。 

 

 

 

 

 

４ 町所有・保管文書の保存利活用業務の実施（文化財班） 

 ・緊急雇用創出事業を活用し、酒々井町が所有する歴史的公文書及び保管する地

域の歴史的文書を整理・分類し、文書管理を図るとともに保存、利活用のための

文書の電子化を行います。 

 

 

 

５ まちの顔づくり推進事業（文化財班） 

 ・江戸時代に栄えた旧酒々井宿を「酒々井町の顔」として築５０年以上の建築物

を町登録有形文化財として登録し、環境整備として歴史的景観に配慮した歩行者

空間を設けるなどの町並み保存・整備を行い、通学路の安全確保や観光資源とし

て活用します。平成２５年度は、「酒々井町役場入口」交差点周辺の平成２４年度

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

（３）周知普及 

・公民館ロビー、役場本庁舎玄関にて本佐倉城跡の発掘調

査に係る展示及びパンフレット配布を実施し、来庁者への

周知を図りました。 

 

３ 史跡ウォーキング（文化財班） 

・（財）地域社会振興財団の長寿社会づくりソフト事業交

付金を活用して１０月２７日に本佐倉城跡を中心に周辺

関連史跡を解説付団体歩行でめぐる（引率・解説は酒々井

ふるさとガイド及び郷土研究会）ウォーキングを実施しま

した。開催に当たっては各種団体と協力し、地域住民によ

る「おもてなし」も同時に開催されました。９１名の参加

を得、本佐倉城跡の周知や「歴史のまち酒々井」としての

アピールが行えました。 

 

４ 町所有・保管文書の保存利活用業務の実施（文化財班） 

・酒々井町が所有する歴史的公文書及び保管する地域の歴

史的文書について再確認・再整理・再分類し、文書の管理

を図るための目録の作成とともに保存・利活用のため絵図

を中心とした文書の電子化を図りました。 

 島田長右衛門家文書、馬橋区有文書、古川正家文書他 

 

５ まちの顔づくり推進事業（文化財班） 

・整備実施の根拠法令となる「地域文化財」の登録につい

ての追加を行った町文化財保護条例の改正を実施しまし

た（平成２５年１０月１日施行）。整備工事については、

地元区から県道整備の要望が印旛土木事務所にあげられ
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事業箇所隣接地を対象とします。 

 

 

６ スポーツ・レクリエーションの推進（スポーツ振興班） 

 町民のニーズにあったスポーツ・レクリエーションを展開するとともに、健康づ

くりや仲間づくりの場を提供し、健康増進・体力の維持向上を図ります。 

（１） スポーツ・レクリエーション祭（10 月 13 日開催予定） 

各種体育団体等が中心となり、実行委員会を組織し企画・運営を行います。事前

に生涯スポーツ教室を行い、参加しやすい体制づくりをします。 

・実施種目 ディスクゴルフ、グラウンドゴルフ、ソフトバレー、バドポン、イン

ディアカ、綱引き、こども会球技大会、健康づくりコーナー、昔の遊びコーナー

など 

（２）生涯スポーツの推進 

体育指導委員が中心となり、誰でも気軽に取り組める軽スポーツの普及を図りま

す。 

 ・実施事業 ウォークラリー大会、軽スポーツ大会・教室など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）健康と体力づくりの推進 

 健康体力づくり推進員が中心となり、ウォーキングを主体とした事業を年４回実

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

たため、予定していた歩道帯整備との調整が必要となり実

施を見送りました。 

 

６ スポーツ・レクリエーションの推進（スポーツ

振興班） 

 

（１）スポーツ・レクリエーション祭（１０月１３日開催） 

・実行委員会を組織し、企画・運営を行い９種目に 545 名

が参加しました。 

・実施種目 綱引き、グラウンドゴルフ、バドポン、ソフ

トバレーボール、インディアカ、ディスクゴルフなど 

 

（２）生涯スポーツの推進 

スポーツ推進委員が企画運営し、誰でも気軽に取り組め

る軽スポーツの普及を図りました。 

・実施事業 ウォークラリー大会（5月 19 日 71 名）軽ス

ポーツ教室（9月 8日 19 名） 

・新規事業 ライトスポーツクラブ 25 年 10 月より酒々

井中学校体育館を会場に毎月第 2・4水曜日 19時から軽ス

ポーツ（ミニバレー・バドポン・ソフトバレー他）を中心

に誰でも気軽に楽しめる場を提供しました。参加者延べ

157 名 

（２）-2生涯スポーツの推進 

・実行委員会を組織し、町長杯パークゴルフ大会（11月 9

日 211 名）を開催しました。 

（３）健康と体力づくりの推進 

・健康体力づくり推進員が中心となり、ウォーキングを主
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施し、体力づくりを推進します。 

 ・実施事業 町内ウォーキング 1回、ハイキング 3回 

 

 

（４）競技スポーツの向上 

 体育協会が中心となり、各種スポーツ大会を開催し競技力の向上を図ります。 

 ・実施事業 印旛郡市民大会の開催及び選手派遣、各競技団体による町民大会な 

ど 

 

 

（５）体育施設の有効活用 

  既存体育施設・学校開放施設を効率的かつ有効に活用しながら、スポーツ・レ

クリエーションに親しむ場の提供を行います。 

  また、町体育館については、震災の影響により使用を中止しており、町体育館

検討委員会からの新規建設が望ましいとの提言を受け、総合計画に明記し、平成

26 年度に建設検討委員会を設置し、平成 27 年度設計、平成 28年度に建設を計画

しています。 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

体とした事業を年４回実施。参加者 254 名。 

・実施事業 町内ウォーキング 1回、ハイキング 3回 

（養老渓谷・葛西・銚子方面） 

 

（４）競技スポーツの向上 

・体育協会専門部が企画運営を行い、各種スポーツ大会を

開催し競技力の向上を図りました。 

各種大会に 2,470 名の参加があり、印旛郡市体育大会に

16 競技 260 名の選手団を派遣しました。 

 

（５）体育施設の有効活用 

 既存体育施設・学校開放施設を効率的かつ有効に活用し

ながら、スポーツ・レクリエーションに親しむ場の提供を

行いました。（利用登録団体：63 団体、1,614 名） 

墨スポーツ広場に防球ネットを設置し、安全に配慮しま

した。 

 また、町体育館建設検討委員会を設置し、今後建設に向

けた検討を実施していきます。 

 


